





















寺院に所属しないまま世俗活動を行っている僧形の人々が膨大に存在する。これを在俗出家と呼ぶことにするが、この数は時として鎌倉幕府の評定衆の半数を超えた 、南北朝時代の惣村では乙名百姓の四割を在俗出家が占めていた。量が多いだけではない。彼ら在俗出家の人々がひっそりと隠居生活を営んでいたのであれば、わざわざ問題にする必要もないかも知れないが、実態はそう 白河・鳥羽・後白河院はもとより、藤原信西・平清盛・九条道家から北条時頼や足利義満・義持らが法体の身で国政を領導したように 朝廷・幕府から村・町に至るまで、中世の社会組織の宿老の多くが在俗
出家であった。日本の中世社会は在俗出家によって運営されていたといっ

















































































































































没して後に出家儀礼を行うものである。以上の分類をも に それぞれ いての検討から始めたい。　
なお、本論に入る前に、あらかじめ三点確認しておきたい。第一は、本稿で取り扱う出家は出家得度後も寺院に所属しない在俗出家で


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































のがよい 述べている。このように大病を患ったときの看病に 、妻室がふさわしいとの考え あり、そ 妻の死を契機とする夫の出家例 少なさの一因となった。　
鎌倉では稲毛重成が妻の死を契機に出家している。建久六年（一一九五）源頼朝の上洛に随行し
た重成は、その帰途、妻が危篤である


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ように語る。生きて行く術がないからといって別の君 仕え、好色の評判をたてて 名を汚すこ は慎むべきだ。しかし、出家し 後は「いかなるわざも苦しからぬ事なり」
。失意・諦念による出家は、別の角度からみれば家名にとらわれない自由な生き方を保証するもので


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































家するというのは不自然にすぎる。そこ この時期の政治情勢をみると、五月二十五日に湊川の戦いで楠正成が敗死 、二十七日には後醍醐が延暦寺へ逃げ込み、二十九日には尊氏軍が入洛 さら 六月十四日には足利尊氏が光厳院を擁して入京している。一方、葉室長隆は後 の信任の篤い能吏であり、建武政権では雑訴決断所に登用されていた。建武政権 崩壊が必至 なったそ 状況にあっ 長隆は出家することによって、後醍醐と距離をとろうとしたのであろう。事実、 の時期に 平範高・行高や九条光経など、出家が相次いでいる。　
とはいえ、葉室長隆の出家はより巧妙であった。彼は父の死を悼むという名目で出
家している。この時期の軍事情勢はきわめて流動的


































































































































































貞成親王 いう皇位継承者 できたので、自分がいなくともよいはずだ、 言い張ったのである。そこで後小松院は、称光の気持ちを落ち着かせるため、貞成に対し、出家を促すとと に貞成の子（彦仁、のち 後花園天皇） 将来について 約束した。　
もともと貞成は出家を申し出ていた。同年春に後小松院が出家することが決まっ ため、貞成は同心出家の申し出をした。後小松への



































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































御グシヲロサセ御座ス」と り、 の出家は六波羅（北条泰時・時房）の要請で行 れたと
する。それに対し、より古態を示すといわれ
































































































































求めたことを先に紹介したが それがこれに該当しよう 出家の提案を拒否することは不可能ではないが、治天の君からの申 出である以上、それを拒 するの 容易でない。半強制的 出家 いえるだろう。　
また建武三年（一三三六）正月から二月、鎌倉 攻め上ってきた足利尊氏を北畠顕家・新田義貞・楠木正成らが打ち破って、尊氏を
九州へと敗走させ が、まさ その時期に 建武政権の中枢にいた千種忠顕
と万里小路宣房が出家した。それに代わって出家の身であっ


















































































































































































































































































































八月に亡くなって菊亭家が途絶えることになった。称光天皇は健康がすぐれず、小川宮が即位する可能性が高かったため、母禅尼は娘が后になることを期待して嫁がせたが、その期待は一瞬 して暗転 た。夫を亡くした後家が出家することは珍しくないが、そういう風潮が普通と っ く と、この事例のように後家への出家 命じられるケースも登場することになる。　
また寛弘九年（一〇一二）閏十月 一条天皇の女御であった藤原元子が出家した。自分で髪を切ったともいわれるがそれは表向きの体
裁であって、元子と参議源頼定とが相愛の仲となった を知った父親右大臣藤原顕光 激怒 元子の髪を切り、四日後に慶円僧正を請じて受戒させたというのがその真相である。一条天皇は前年 月に亡く った。元子は の寵愛をうけた 流産し 、天皇の晩年には藤原道長の娘影子が寵愛を独占しており、元子と 疎遠 なっ た しかも当時は、天皇の没後
に女御が再婚するのは、珍しいこと


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































御家人たちは忠誠競争に駆り立てられて出家し のである。このよう 中世で 、政治的・社会的要因にも づく出 が大量に存 てた。そのため出家後も家督を譲ることなく、世俗活動を続け こと なったのである。　
第四は、官職を離れた家長が世俗社会の実権を握っているという、中世社会の構造的な特徴がこの問題と関わっている。荘園公領制の





























































に出家しており、朝廷官職は何も持っ いない。 方、息子の将軍義量は応永三十二年二月 亡くなり、幕府は将軍が不在となる。つまり、この時期の足利義持は幕府や朝廷で何のポストも持っていない
、官職を持った息子も存在しない。そういう中にあって、義持は最



















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































黒田俊雄「中世寺社勢力論」 （ 『岩波講座日本歴史６』岩波書店、一九七五年） 、同『寺社勢力』 （岩波新書、一九八〇年）
（２）
 
主な研究として以下のものがある。大隅和雄「遁世について」 （ 『北海道大学文学部紀要』一三ー二、 一九六五年） 、桜井好朗『隠者の風貌』 （塙書房、一九六七年） 、西山厚「鎌倉期における遁世の論理」 （ 『日本政治社会史研究』下 塙書房、一九八五年） 、林譲「黒衣の僧について」 （ 『日本中世政治社会の研究』続群書類従完成会、一九九一年） 、同「熊谷直実の出家と往生に関する史料について」 （ 『東京大学史料編纂所紀要』一五、 二〇〇五年） 、樋口州男「鎌倉武士と遁世」 （ 『中世の史実と伝承』東京堂出版、一九九一年） 、神田千里「中世の『道場』における死と出家」 （ 『史学雑誌』 七ー七、 一九八八年） 、目崎徳衛 出家遁世』 （中公新書、一九七六年） 、松薗斉「出家と日記の終わり」 （ 『王朝日記論』法政大学出版局、 六 海老名尚 日本中世社会における入道について 大阪外国語大学
　
アジア学論叢』五、 一九九五年） 、三橋
正「浄土信仰の系譜」 （ 『平安時代の信仰と宗教儀礼』続群書類従完成会、二〇〇〇年） 、西口順子『女の力』 （平凡社、一九八七年） 、勝浦令子『女の信心』 （平凡社 一九九 京樂真帆子「平安時代の女性と出家」 （ 『平安京都市社会史の研究』塙書房、二〇〇八年）など。
（３）
 
拙稿「出家入道と中世社会」 （ 『大阪大学大学院文学研究科紀要』五三、 二〇一三年） 。なお前稿では在俗 家を「出家入道」と呼んだが 〈出家入道〉概念との混同を避けるため、 稿では「在俗出家」に改める。
（４）
 
拙稿「末法・末代観の歴史的意義」 （ 『日本中世の社会と仏教』塙 房、一九九二年）
（５）
 
三橋注（２）前掲論文、拙稿「浄土教研究の課題」 （ 『日本中世の社会と仏教 ）
（６）
 『日本文徳天皇実録』 （新訂増補国史大系）仁寿元年十二月丙午条（繁子） 、 『栄華物語』 （日本古典文学大系、上、四四二頁、藤原道長） 、 『明月記』 （国書刊行会）天福元年五月二十五日条（藤原定家）
（７）




 『栄華物語』 （日本古典文学大系、上ー四四三頁、藤原道長） 、 『扶桑略記』 （新訂増補国史大系）延久五年三月二十七日条（後三条天皇）
（９）






















15） 『花園天皇日 （史料纂集）正和二年十月十七日条、 『伏見院御落飾記』 （ 『続群書類従』二六上ー二六七頁）
（
16） 『台記』 （増補史料大成）久安六年六月 十四日条
（
17） 『兵範記』仁平四年五月二十八日条、 『台記』同日条、 『公卿補任』 （新訂増補国史大系）同年条、 『今鏡』第七（講談社学術文庫、下ー一五二頁）
（
18） 『玉葉』建久二年三月二十八日条、 『明月記』建保五 二 八 条、 『公卿補任』正治元年条
（
19） 『葉黄記』 （史料纂集）宝治元年六月三 ・五日、 『校注弁内侍 記』 （和泉書院、一九八九年、四九頁） 。このほか、大納言藤原教家も「菩提心」によって三十二歳で出家し（ 『公卿補任』嘉禄元年条） 、のちに道元を開山に迎えて宇治の興聖寺を開いている。
（
20） 『後白河天皇実録』二 ゆまに書房、 〇〇八年 九 三～九五八頁）
（
21） 


















27） 『公卿補任』永万元年条、 『顕広王記』永万元年九月五日条（高橋昌明・樋口健太郎「国立歴史民俗博物館所蔵『顕広王記』応保三年・長寛三年・仁安二年巻」 〈 『国立歴史民俗博物館研究報告』一三九、 二〇〇八年〉 ） 、 『今鏡』第五（講談社学術文庫、中ー三一九頁）
（
28） 『明月記』建久三年三月十六日条（後白河院） 、 『明月記』天福二年八月九日条（後堀河天皇） 、 『とはずがたり』 （新日本古典文学大系、二九頁、久我雅忠） 、 『増鏡』 （日本古典文学大系、四三四頁、邦良親王）
（






32） 『一代要記』 （ 『改定史籍集覧 一ー三八三頁）
（
33） 『尊卑分脈』 （新訂増補国史大系）三ー 五四頁（土岐頼康） 、川添昭二『今川了俊』 （吉川弘文館、一九六 年、七四頁） 、 『実隆公記』 （続群書類従完成会）延徳元年四月三日条（足利義尚
（





勝浦注（２）前掲書第二章、 『十三代要略』 （ 『続群書類従』二九上ー三四七 、源基子） 、 『吾妻鏡』建久三年 月二十六 条（高階栄子） 、 『増鏡』 （日本古典文学大系、三四〇頁、大宮院） 、 『亀山院崩御以下記』 （ 『亀山天皇実録』二ー七一二頁、昭訓門院） 、 『伏見上皇御中陰記』 （ 群書類従 二九ー三三五頁・三三六頁、顕親門院・中園准后）
（





38） 『吾妻鏡』承久元年正月二十八日条（源実朝室） 、 『同』貞応三年六月十三日条（伊賀氏女）
（
39） 








43） 『実躬卿記』 （大日本古記録）徳治二年七月二十六日条、 『増鏡』 （ 本古典文学大系、三九七頁・四〇六頁）
（
44） 『中右記』嘉保三年八月七日条・九 条、 『百錬抄』 （新訂増補国史大系）嘉保三年八月九日条、 『台記』康治元年五月十六日条
（
45） 
なお、土御門定実は出家後も後宇多院の評定衆として出仕している（ 『公卿補任』乾元元年・二年・嘉元三年条、 『実躬卿記』乾元元年十月二十一日条） 。
（
46） 『大乗院寺社雑事記』 （増補続史料 成）文明十年九月十六日条
（










52） 『中右記』嘉承二年八月五日条（藤原兼子） 、 『蔭涼軒日録 増補続史料大成）長享三年四月朔日条、 『後法興院記』 （増補続史料大成）長享三年四月四日条（足利義尚乳母）
（















59） 『栄華物語』 （日本古典文学大系、下ー 〇五頁、良子） 、 『明月記』寛喜二年九月九日条（正親町院）
（
60） 『公卿補任』応永十二年項、 『兼宣公記』 （史料纂集）応永十二年七月十一日条
（
61） 『大鏡』 （日本古典文学大系、五 頁） 、 『百錬抄』寛和二年六月 二 、 『扶桑略記』同
（
62） 『日本紀略 新訂増補国史大系）寛仁三年三月二十五日条（皇后娍 乳母） 、 『殿暦』嘉承二年九月二十一日条、 『中右記』同日条（篤子乳母） 。京樂氏は注（２）前掲論文で、出家した女主人に女房が出家姿で仕えることで、仏弟子としての新たな主従関係が始まるとし、 「後見のない女房にとって、主人との同時出家とは（中略）生活保障そのものである」と述べている。
（




65） 『増鏡』 （日本古典文学大系、二九二頁、三条通方） 、 『後深草 文永五年十月五日条（北畠雅家） 、 『公卿補任』徳治二年 （北畠師重）
（
66） 『平戸記』 （増補史料大成）仁治三年五月十七 、 鎌倉 記』 （増補続史料大成 仁治三 五 条
（
67） 『吾妻鏡』元久二年閏七月十九日条、八月十六日条 観 二年日次記』 （ 『続群書類従』二九下ー三 一頁）
（
68） 『公卿補任』正暦四年条（藤原忠信） 、 『栄華物語 下ー五〇五頁 後三条天皇） 「鳥羽院御出家記」 （ 『鳥羽天皇実録』九五六頁） 、 『公卿補任』保延七年条（藤原忠教） 、 『兵範記』仁安三年二月十一日条（平清盛） 、 『公卿補任』文治三年条（源雅頼）
（
69） 『玉葉』治承三年十一月二十二日条 松殿基房） 『百錬抄 承久 年七月八 条（ 鳥羽院）
（
70） 『栄華物語 （日本古典文学大系、上ー四四三頁、倫子） 『増鏡』 （日本古典文学大系、 四 玄輝門院
（













76） 『兵範記』保元元年七月十三日条・二 三 条、 『百錬抄』保元元年七月二十四日条
（
77） 『兵範記』保元元年七月十三日条・十四日条・十六日条、 『帝王編年記』 （新訂増補国史大系 保元元年八月三日条・二十九日条、 『百錬抄』保元元年七月二十九日条
（






81） 『園太暦』観応二年二月二十七日条、 『観応二 次記』 （ 『続群書類従』二九下ー三六一頁） 『東寺王代記』 （ 『同』二九下ー七七頁） 、 『太平記』（日本古典文学大系、三ー一四〇頁）
（
82） 『看聞日記』永享十年十二月八 条、田辺久子『上杉憲実 （吉川弘文館、 九九九年） 、 『寛政重修諸家譜』 （ 大日本史料』一二ー七ー一〇〇四頁）
（
83） 『東寺長者補任』 （ 『続々群書類従』 ー 八 頁） 日本紀略 延喜五年 六 （斉世親王） 、 『吾妻鏡 元久 年八月十一日条・十六日条・十七日条（宇都宮頼綱）
（
84） 『増鏡』 （日本古典文学大系、三九三頁） 『とはずがたり』 （新 古典文学大系、 七七頁、惟康親王） 増鏡 日本古典文学大系、四四一頁、北畠親房）
（
85） 『公卿補任』建治二年条・三年条、 『とはずがたり』 （新日本古典文学大系、一〇七頁・九八 ） 、 『公卿事典』 （吉川弘文館、二〇 〇 、五六三頁）
（
86） 『明月記』天福元年八月二十三日条、 『民経記』 （大日本古 録）寛喜三年三月五日条・十 日条
（





88） 『栄華物語』 （日本古典文学大系、上ー六二頁） 、 『本朝文粋』四一九（新日本古典文学大系、三六九頁） 、 『小右記』天元五年四月三日条・九日条
（
89） 『百錬抄』長徳二年五月一日条、 『小右記』同日条、 『栄華物語』 （日本古典文学大系、上ー一六九頁） 倉本一宏『一条天皇』 （吉川弘文館、二〇〇三年）
（




92） 『後愚昧記』 （大日本古記録）永徳三年二月十一日条（按察局） 、 『看聞日記』永享五年十月七日条 光範門院）
（
93） 『吾妻鏡』天福元年五月二十七 条、根井浄「 『吾妻鏡』所載・智定坊の補陀落渡海」 印度学仏教 研究』四三ー二、 一九九五年）
（






97） 『尊卑分脈』二ー七二頁、 郷和人 中世朝廷訴訟の研究』 （東京大学出版会、一九九五年 二五五頁）
（
98） 『公卿補任』嘉元三年条 平仲兼） 、 師守記』貞和三年正月十二日条（二階堂行通）
（
99） 『台記』康治二年八月四日 ・五 条・十一 条・二十五 条 天養元年七月二 二
（
100） 『大日本史料』五ー一七ー 〇三頁（新田政義） 、 『愚管抄』 （日本古典文学大系、三〇九頁 、 『公卿 任』建保五年条 西園寺公経）
（
101） 『続史愚抄』 （新訂増補国史大系）文永十二年四月九 、建治元年十月十八日条、十一月五 『増鏡』 （日本古典文学大系、三四七頁）
（
102） 『看聞日記』応永二十三年十月三十日条、十一月 日条・五 九 ・二十五日条、十 十六日条 伊藤喜良『足利義持』 （吉川弘文館、二〇〇八年）
（
103） 『大乗院寺社雑事記』文明六年七月二十三日条、八月十 日 （後土御門天皇） 、 『大日本史料』八ー一 ー 八頁・一〇一九頁、八ー一五ー二四八頁（足利義尚）
（

















111） 『明月記』嘉禄二年 月二十 日条、三月九日条、 『吾妻鏡 寛喜 年四月十九日条
（
112） 『愚管記』 （増補史料大成）応安七年六月十五日条、 後愚昧記 応安七 六 六 ・二十六日条・三十日条、
（
113） 『看聞日記』応永三十二年二月一日条、横井清『室町時代の 皇族の生涯』 （講談社学術文庫、二〇〇二年） 、勝浦注（２）前掲書七二頁
（









金沢貞顕書状（ 『金沢北条氏編 資料集』七八四・七八六） 、永井晋『金沢貞顕』 （吉川弘文館、二〇〇 ）
（





120） 『師守記』暦応三年五月三十日条、 「玉英記抄」同日条（ 『大日本史料』六ー六ー一六七頁） 、 『続史愚抄』同日条
（




122） 『後法興院記』長享三年四月十 日条・十九 ・二十九日条、 『宣胤卿記』 （増補史料大成）長享三年四月九日条・十四日条
（
123） 







126） 『吾妻鏡』承久三年七月八日条、 『百錬抄 同日条、 『承久記』 （新日本古典文学大系、三 四頁・四〇一頁）
（
127） 『花園天皇日記』元徳三年十二月二十 日条、 『続史愚抄 元徳四 三 五 条
（
128） 






131） 『小右記目録』寛弘九年閏十月十一日条・十五日条、 栄華物語』 （ 本古典文学大系、上ー三四三頁、下ー三〇頁） 、角田文衛『承香殿の女御』（中公新書、一九六三年） 、倉本注（
89）前掲書
（




134） 『吾妻鏡』寛元二年六月十七日条、 『上州新田雑記』 （ 『大日本史料』 ー一七ー四〇四頁） 峰岸純夫『新田義貞』 （吉川弘文館 二〇〇五年）
（









138） 『洞院公定公記』 （増補続史料大成）応安七年正月二十九日条、 『花営三代記』同日条（ 『群書類従』二六ー八九頁、 後光厳院） 、 『皇年代略記』 （ 『同』三ー二七八頁） 、 『本朝皇胤紹運録』 （ 『同』五ー九三頁、後円融院） 、 『鎌倉大草紙』 （ 『同』二〇ー六六三頁、足利氏満） 、 『薩戒記』 （大日本古記録）応永三十二年二月十六日条（小川宮） 、 蔭涼軒日録』長享三年三月二十七日条、四月三日条・九日条（足利義尚）
（














146） 『華頂要略門首伝』七 『大日本仏教全書』一二 ー九一頁） 拙稿「青蓮院の門跡相論と鎌倉幕府」 （ 『延暦寺と中世社会』法蔵館、二〇〇四年）
（
147） 『明徳記』 （ 群書類従 二〇ー二九九頁） 。殉死は戦国末から江戸初期に盛んとなったが、寛文三年（一六六三）に幕府がそれを禁じ 寛文八年にこれに違背した宇都宮藩を減封・転封に、 また殉死した者の子を斬罪に処したため、 これを機に殉死の風習が終焉に向かった。辻善之助『日本文化史Ｖ』 （春秋社、一九五〇年） 、古川哲史『日本倫理思想史概説』第八章（大阪教育出版、一九七三年）を参照。
（
148） 『一遍上人絵伝』巻一二（日本の絵巻二〇ー三七三頁） 、 訳註真盛上人往生伝記 （天台真盛宗宗学研究所出版部、一九七二年、三九頁） 、 『元長卿記』 （史料纂集）大永五年二月七日条
（
149） 














川合康「平清盛」 （ 『保元・平治の乱と平氏の栄華』清文堂、二〇一四年） 。なお、権力者ではないが、参議藤原教長は 「道心おはして、を（男）
とこ
ながら聖におはす」との評判の高かった人物であるが、仁平四年（一一五四）に中納言の地位を打診されると、 「納言非望、所畏者後
世也、而家貧不能修善」と述べ 中納言への昇進よりも、後世菩提の仏事を修する財源を得るため、荘園の預所職への任用を求めている（ 『台記』仁平四年五月十八日条、 『今鏡』第五〈講談社学術文庫 中ー三七九頁〉 ） 。
（




157） 『洞院公定公記』応安七年二月五日条（後光厳院） 、 『明月記』建久 年三月十四日条・十六日条（後白河院） 、 『とはずがたり』 （新日本古典文学大系、一八頁、後嵯峨院）
（


















倉遺文』九一九一号） 、これは軽率であった。なぜなら、中世では子どもに「法師」名を付ける風習があったためである。たとえば宗像氏盛は正和元年（一三一二）に肥前国の晴気保地頭職を「子息松法師」に譲っているが（ 『同』二四六七〇号） 、この「松法師」は宗像氏盛の嫡子である宗像氏長で、彼は後に宗像社大宮司をつとめ、また氏範と改名している。つまり ○○法師」名は僧名とは限らず、俗人の幼名である可能性があり、興慶譲状の「松法師」が法名なのか、幼名なのかは、これだけ 判断できない。なお、親鸞の妻室の恵信尼は娘の覚信尼に下人を譲っているが、その中の「ことり」という女性の奴婢は 「三郎た」という人物と結婚した後に、 「入道になり候て さいしんと申候」とある（ 『同』九七六三号） 。これによって、奴婢下人が出家したことを確認することができ、 〈出家入道〉の習俗が奴婢下人の世界にまで及んでいたことがわかる。
（
162） 『後深草天皇日記』文永五年十月五日条、 『尊卑分脈』四ー一七一頁、 『増鏡』 （日本古典文学大系、三三九頁）
（
163） 
本覚思想には、天台教学にもとづく「煩悩即菩提 本覚思想 、如来蔵思想にもとづく「真如随縁の本覚思想」があるが 拙論がここで取りあげるのは前者 ある。花野充道「本覚思想と本迹思想」 （ 『駒沢短期大学仏教論集』九、 二〇〇三年） 、 同「本覚思想の定義をめぐって」 （ 『印度学仏教学研究』五二ー二、 二〇〇四年）を参照。
（
164） 
智顗『法華玄義』 （ 『大正新脩大蔵経』三三ー 一四頁 、 『沙石集』 （日本古典文学大系 二二四頁・二 五頁 宥範『大日経疏妙印鈔』 （ 『大正新脩大蔵経』五八ー四七五頁） 、 『正法眼蔵 （ 『同』八二ー 七四頁 『仏光国師語録』 （ 『同』八 ー一九六頁）
（
165） 『法体装束抄』 （ 『群書類従』八ー三五〇頁） 。なお近藤好和「 『法体装束抄』にみる法体装束」 （ 『立命館文学』六二四、 二〇一二年 、 井筒雅風『法衣史』 （雄山閣、一九七四年）を参照されたい。
（
166） 『釈家官班記』 （ 『群書類従』二四ー四五頁）
（
167） 『法然上人行状絵図』巻八、巻一七、巻二七、巻三三（続日本絵巻大成一、上ー七一頁・一五四頁、中ー八 頁・一四一頁） 、平林盛得「天子摂関御影と公家列影図」 （ 修日本絵巻物全集二六 天子摂関御影・公家列影図・中殿御会図・随身庭騎絵巻』角川書店 一九七八年） 。 のほか、長福寺蔵の花園天皇像、東福寺蔵の九条道家像、養徳院蔵足利満詮像、鹿苑寺蔵の足利義満像も僧綱襟をたてている（宮次男『肖像画』小学館、一九七五年、一四頁・二〇頁・五六頁・五 頁 。
（
168） 





169） 『吾妻鏡』文応二年正月二十六日条、 『経俊卿記』 （図書寮叢刊）文永五年十一月四日条、 『法体装束抄』 （ 『群書類従』八ー三五〇頁・三五三頁） 。なお嘉吉元年足利義勝の室町殿移徙に際し、移徙三ヶ日の間は諸門跡など聖道家の参賀を憚ったが、 〈出家入道〉の参賀は憚りなしとされており、 〈出家入道〉が俗体に近いものと認識されていたことがわかる（ 『建内記』嘉吉元年十月二十五日条） 。
（
170） 
長保三年四月八日山城国禅定寺田畠流記帳（ 『平安遺文』四〇八号） 、康平三年三月五日沙弥仲寿治田売券（ 『同』九五二号） 、応徳二年三月十六日安芸国高田郡司藤原頼方所領畠立券文（ 『同』一二三一号・四六四九号） 、嘉承二年十二月二十八日大安寺権上座長会畠売券（ 『同』一六八二号） 、天承二年二月十一日僧某畠売券 二 一七 ） 、保延二年十月八日宮友入道畠売券（ 『同』二三五一号） 、久安元年十二月日讃岐国善通曼荼羅寺寺領注進状（ 『同』二五六九号） 、長承 年十二月十二日藤井得重所領売券（ 『同』二二九二号） 、久安六年四月八日藤原氏女家地券紛失状案（ 『同』二七〇〇号） 、仁平三年三月日僧定賢田地売劵（ 『同』 七八二号）
（









Secular Monk in the Japanese Middle Ages Society
 TAIRAMasayuki












the imperial familycametooftenbecomeamonkrightbeforeoneselfdied. Thiswas
Japan’soriginalmannersandcustomsnot tobeseen inChina, and themannersand
customsspreadoutinthenoblesociety.FujiwaraMichinaga（藤原道長）becameamonk
bythereasonofhis illnesshavingbecomesevere in1019. However,as forhim, illness
wascuredsoonandreturnedtostateaffairs. Thesupremepowerpersonwhodidthe
figureof themonkappeared in thisway. AndthisbecametheprecedentofZaizoku
SukkeintheJapaneseMiddleAges.
　　Besides, in theMiddleAges, thepeoplecametobecomeamonk foravarietyof
reasons.Therewasthepersonwhobecameamonktocureadisease,andtherewasthe
personwholostforwar,andbecameamonkforbeggingforlife.Therewastheperson
whobecameamonk forpoliticalprotest,and thepersonwhowasmade tobecomea








fatherwho left thegovernmentofficialheldsecularrealpower. Theex-emperordid it
withpowerthantheEmperor,andOtono（ 大 殿 ）whoretiredfromregencymight
dismiss theregencyof the son. Andmostof themoftenbecameamonk from faith
becausetheywereold.ZaizokuSukkecametomaintainsecularrealpowerinthisway.
　　Inaddition,Buddhism thought to justify suchZaizokuSukke existed. That is
Hongakuthought（本覚思想）.Thethoughtdeniesthatrealization isdifferent froma
hesitationanddenies that thesecularworldandtheworldof thepriestaredifferent.
AndZaizokuSukkeembodiesincommoncustomslifeandtheworldofthepriestbeing
thesamequality.
　　Fromtheabove-mentionedreason,leaderswhodidthefigureofthemonkplayedan
activepartincommoncustomssocietyintheJapaneseMiddleAges.
?
?
